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1. はじめに 

レーザーセラミックス材料の接合技術は、接合によるレーザー媒質の大型化や、熱効果の低減

等を目的とした複合構造レーザー媒質の作製に有用である。我々は、安定な大面積接合技術の確

立を目指し、アルゴン高速原子ビーム（Ar-FAB）による接合表面活性化[1]と高温真空熱処理を組

み合わせた複合材料の作製法を開発している。しかし、Yb:YAG を 1000℃以上の真空炉で熱処理

した際に、光散乱が増加することがこれまでの実験でわかっている[2]。高い接着強度と低い光散

乱を両立するには、熱処理の温度と時間の最適化が必要であると考えられる。本研究では、熱処

理条件の異なる Yb:YAG セラミックスを用意し、それぞれの散乱特性およびレーザー発振特性の

評価を行い、実際の発振器での使用における光散乱損失を評価した。 

2. 散乱測定 

神島化学工業製の Yb:YAG セラミックス（幅 5 mm×高さ 5 mm×長さ 2 mm、Yb 添加量 9.8 at.%）

を熱処理温度 1100℃～1400℃、熱処理時間 10 時間～30 時間に変化させて散乱測定を行ったとこ

ろ、1100℃～1300℃では 3～5 倍程度光散乱の増加がみられ、1400℃熱処理を行った試料では散乱

数が 150 倍に増加した。 

3. レーザー発振実験及びまとめ 

上記の試料を用い液体窒素温度でレーザー発振実験を行った。1400℃ 10 時間の試料でレーザ

ー出力の低下がみられ、散乱による損失は 3%程度であった。散乱の原因は調査中であるが、添加

剤の SiO2の空間分布が高温処理により変化した可能性が考えられる。そして、熱処理温度 1300℃

以下、熱処理時間 30 時間以内では、散乱損失が十分に小さいことがわかった。 
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